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１．ふれあいの居場所づくりの主旨、目的

　ふれあい、たすけあい活動は介護保険など公的な仕組みとの車の両輪です。共助の仕組みづくり、支え合う「包括的なネットワークづくり」「尊厳を支えるネットワークづくり」の具体的な活動の一環としての「居場所づくり」は精神的なやすらぎ「柔らかな支え合い」であります。支える支えられると云う区別なく誰もが自分が望む地域の居場所に集って１日を過ごし、そこでまた支え合いのつながりを自然につくりながら安心した暮らしの基礎をつくれるように設立するものです。

・求められる居場所の姿

1 いつでも立寄れて、いつでも帰ることができる。

②だれもが利用できる。

③時間を自由に過ごすことができる。

④経験や能力を活かすことができる。

　⑤自分の存在を認識できる。

・具体的な活動内容（予定）

　①平日朝１０時から夕方５時まで開業します。

　②飲食としてコーヒーショップ、軽食コーナー（うどんなど）を設けます。

　　低料金１００円から５００円以内で提供します。

　③談話室、映画音楽鑑賞室、レクリエーション室を設置します。

　④介護、医療、法律などの相談室を月２回開催します。

　⑤来場者は子供、学生、主婦、就業者、高齢者、障害者、すべての方です。

　⑥ボランティア、協力者には時間通貨を発行します。

２．ネットワークのつくり方

尊厳を支えるケアを実現するには、フォーマルサービス(介護保険のサービスなど)と、インフォーマルサービス（たすけあいボランティアなど）とのネットワークが必要です。さわやか福祉財団は、ケアを必要とする全ての人について、それぞれの人が必要とするサービスの提供者たちが、個別のネットワークをつくるという姿を目指しています。それをどのようにして作っていくか。実情に応じて自由自在に、やれるところからやっていくことです。

①一つは下からの方式(ﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟ)
②二つは上からの方式(ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ)
③三つは横からの方式(横串方式)
どの方式にせよ、集う人の心が通

い、それが地域の人々の満足や感謝

を生み出すと、ネットワークは活気

づき笑顔でつながってきます。実に

有効に住民のニーズに応える社会保

障のサービスがほとんどお金をかけ

ずにつくり出されていくのです。













～　たすけあいの心で介護をお手伝い　～


たすけあい通信　２００９年１２月２５日号（第２５号）











